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まもなく第２学期も終わろうとしています。 

今年のテーマは「チャレンジ！」です。１１月に  

実施した「マラソン記録会」においては、今までの  

自分の記録を破ろうと、最後まで本気になってゴール

を目指す姿が見られるなど、自分自身の強い心を育ん

でいくチャレンジをすすめることができました。 

大会の結果は下記のとおりです。また２名の児童が、

今までの学校記録を大きく更新し、校内新記録を出す

ことができました。 

 

学

年 
距離 

男 子 女 子 

第１位 第２位 第３位 第１位 第２位 第３位 

１ 600m       

２ 800m       

３ 1000m       

４ 1200m       

５ 1400m       

６ 1600m       

「給食試食会」～子どもの食を考える～ 

１１月の「オープン参観」では、授業ばかりでなく、

子どもたちのふだんの給食や清掃の様子も見ていただ

くことができました。また、「給食試食会」には１４名

のお家の方に参加していただくことができました。 

皆様から寄せられた感想を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

「いのちの教育パートⅡ」を行いました。ＢＧＭが流れる中、  

子どもたちの赤ちゃんの頃の写真をスライドショーに写しながら、

◯◯先生と◯◯先生が、子どもに内緒で書いたお家の人からの手紙

を朗読しました。感動で涙目になっている子もいました。後半は、

ゲストティーチャーとして、◯◯さんのお母さんを迎え、母子手帳

や小さいころの衣類などを見せていただきました。 

 

「げんきな学校」 

・適切な塩分で、栄養バランスがいい（さん） 

・無言で食べると姿勢もよくなる（さん） 

・きらいなものも給食だと食べている（さん） 



 

 

「ほうしゃせんって、なんなの？」 

このたび本校では、福島県除染プラザや大学の先生を 

お招きして、「放射線教育研修会」を行いました。 

あの大震災から５年以上の月日が経ちました。小学１年

生の子どもは、そのとき１歳でした。２年生は２歳でした。

３年生に聞いてみたら「地震のことは覚えていません」と

いう子もいました。少しずつ放射線量は下がってきました。

しかし、地震を知らない子どもたちにとってこそ、放射線

に対する正しい知識や、放射線から身を守る方法について、

しっかり伝えていかなければならないと考えています。 

                      ＜４年生 放射線を観察する霧箱実験＞ 

 

 

 

獣医師の先生を招いて「獣医師派遣事業」を実施しました。  

前半は、獣医師の先生から動物についてのお話を聞きました。  

後半は、犬やウサギの心音を聴いて、「いのち」を感じていました。

１・２年生の子どもたちは、ウサギや犬に、実際に触れながら、

動物のぬくもりを感じることができました 
 

 

 

 
  
※ 「特選」に入賞した◯◯さんの作品は、西白河地区小中学校優秀作品集 

「若竹」第６６集に掲載されます。 
 
学年 氏  名 賞 作   品   名 

１年  入選 水の中のいきものさがし 

２年  入選 ムシテックワールドにいったよ 

３年  入選 山形の海に行ったこと 

４年  特選 「小田川小子ども見守り隊」復活 

５年  入選 ぼくの身近にある伝統について 

６年  入選 言葉づかいについて考える 
   

＜放射線量のお知らせ＞  １２月１６日現在における放射線量（地表５０ｃｍ、単位μＳｖ／ｈ） 

① 校庭（中央）    ０．１２        ② 教室（２階１年教室）０．０８ 

③ モニタリングポスト ０．１１（地表１ｍ）   

１９日 月  

２０日 火 
体育専門アドバイザー来校 東北中新入生オリエンテーション<６年>13:40～ 
外国語 フッ化物洗口 健康生活調 

２１日 水 児童会委員会活動 ノーメディアデー ＳＣ14:30～ 

２２日 木 第2 学期終業式  

２３日 金 天皇誕生日  ●  

２４日 土 冬季休業（～１月９日まで） 

２６日 月 小学6 年生学びの集い<6 年代表児童>9:45～市図書館 

 

「げんきな学校」 

 

「白河の歴史」について発表します！ 
ぜひお出かけください 


